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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

23年 3月期第1四半期 43,791 △6.3 △732  ― △968  ― △1,203  ―
22年 3月期第1四半期 46,744 △19.0 △1,081  ― △1,379  ― △1,632  ―

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年 3月期第1四半期 △12.48 ―    
22年 3月期第1四半期 △16.92 ―    

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 3月期第1四半期 173,190 37,536 20.8 372.89
22年 3月期 175,901 39,755 21.7 395.93

(参考)自己資本 23年3月期第1四半期 35,967百万円 22年3月期 38,190百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   

22年 3月期 － 0.00 － 3.00 3.00   

23年 3月期 －    

23年 3月期(予想)  0.00 － 4.00 4.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円   銭

第２四半期(累計) 105,000  3.6 △600  ― △1,200  ― △1,400  ― △14.51
通  期 240,000  7.7 2,800 3.7 1,500 16.3 700 36.3 7.26

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 

 



 

４．その他  （詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規 －社 (社名)  除外 －社 (社名)  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年3月期1Ｑ 98,961,195株 22年3月期 98,961,195株

② 期末自己株式数 23年3月期1Ｑ 2,505,654株 22年3月期 2,504,224株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年3月期1Ｑ 96,455,781株 22年3月期1Ｑ 96,461,796株

 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信
（添付資料）４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 
（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は 437 億 91 百万円となりました。前

期より引き続き、経営および事業の合理化・効率化をより一層推進し、原価低減活動を継続

して行いました。その結果、売上総利益率の改善や販売費及び一般管理費の削減により、前

年同期から損失幅は縮小し、営業損失は 7 億 32 百万円、経常損失は 9 億 68 百万円、四半期

純損失は 12 億 3 百万円となりました。 

セグメント別売上高の内訳 
（単位：百万円） 

セグメント 部  門 
前第１四半期 

連結累計期間 

当第１四半期 

連結累計期間 
前連結会計年度 

住 宅 資 材 32,118 32,796 134,862 

木 材 市 場 4,583 4,252 17,343 住宅資材 

計 36,701 37,049 152,206 

マ ン シ ョ ン 4,462 1,206 40,174 

一 戸 建 住 宅 497 355 7,047 

管 理 そ の 他 3,191 3,435 14,711 
不 動 産 

計 8,151 4,997 61,932 

そ の 他 そ  の  他 1,890 1,745 8,688 

合     計 46,744 43,791 222,828 

(注) 当第１四半期連結累計期間よりセグメント区分を変更しており、前第１四半期連結
累計期間については、新セグメントに組み替えて記載しております。 

【住宅資材事業】 

住宅資材事業では、平成 22 年５月の新設住宅着工戸数は 59,911 戸と低水準のまま推移し

ており、引き続き厳しい事業環境が続いております。 

このような環境の中、名古屋市で開催した住宅資材の総合展示会「住まいの耐震博覧会

2010・ポートメッセなごや」は、住宅の耐震化に加え、低金利や住宅取得における優遇税制な

どが関心を集め、2 万 5 千人を超える来場者がありました。特に、長期優良住宅、リフォーム、

住宅エコポイント制度、国産材による家づくり、太陽光発電など政策面での後押しのある展示

が人気を集めたほか、愛知・岐阜・三重県の工務店様 56 社が自社ブースを出展し、エンドユ

ーザーの需要創造に努めました。 

これらの結果、本事業の売上高は 370 億 49 百万円（前年同期比 0.9％増加）となりました。

売上原価の圧縮や、経費の削減効果により、営業利益は 1 億 76 百万円（前年同期は営業損失

2 億 3 百万円）となりました。 

商品別売上高 
                             （単位：百万円） 

 
前第１四半期 

連結累計期間 

当第１四半期 

連結累計期間 
前連結会計年度 

住 宅 資 材 部 門    

木 材 9,091 9,162 36,559 

プ レ カ ッ ト 材 2,207 2,021 9,486 

建材・住宅設備機器 20,819 21,612 88,817 

計 32,118 32,796 134,862 

木 材 市 場 部 門 4,583 4,252 17,343 

合     計 36,701 37,049 152,206 

 

 

 



 

 

 

【不動産事業】 

マンション部門では、一次取得者の皆様を中心に、当社グループの販売力の優位性を発揮

できる横浜市および川崎市等に絞り込み、免震・強耐震構造や間取りの可変性に優れた４ＬＤ

Ｋタイプなどの商品の供給に努めております。当第１四半期連結累計期間におけるマンション

の新規供給戸数が前年同期より減少したため、契約・売上計上戸数はともに減少し、当部門の

売上高は、12 億 6 百万円（前年同期比 73.0％減少）となりました。 

一戸建住宅部門では、売上計上戸数が前年同期の 13 戸から 10 戸に減少し、売上高は 3 億

55 百万円（前年同期比 28.5％減少）となりました。 

これらの結果、本事業の売上高は 49 億 97 百万円（前年同期比 38.7％減少）となり、営業

損失は 6 億 3 百万円（前年同期は 4 億円）となりました。 

①マンション・一戸建住宅の契約・売上計上戸数実績 

（契約戸数実績） 
（単位：戸） 

 
前第１四半期 

  連結累計期間 

当第１四半期 

  連結累計期間 
増   減 

マ ン シ ョ ン 部 門    

首 都 圏 270 170 △ 100 

そ の 他 98 24 △  74 

計 368 194 △  174 

一 戸 建 住 宅 部 門 50 43 △   7 

合    計 418 237 △  181 

（売上計上戸数実績） 
（単位：戸） 

 
前第１四半期 

連結累計期間 

当第１四半期 

連結累計期間 
前連結会計年度 

マ ン シ ョ ン 部 門    

首 都 圏 114 25 847 

そ の 他 22 16 418 

計 136 41 1,265 

一 戸 建 住 宅 部 門 13 10 192 

合    計 149 51 1,457 

 

②販売用不動産の内訳 

契約済を含む「完成販売用不動産」は、前連結会計年度末に比べ 10 億 19 百万円減少しま

した。建築着工中の「仕掛販売用不動産」は、マンションの建設が進んだことなどにより、前

連結会計年度末に比べ 69 億 86 百万円増加しました。また、着工前の「開発用不動産」は前連

結会計年度末に比べ 23 億 90 百万円減少しました。 

 
（単位：百万円） 

 
前第１四半期 

連結累計期間末 

当第１四半期 

連結累計期間末 
前連結会計年度末 

完 成 販 売 用 不 動 産 5,014 613 1,633 

仕 掛 販 売 用 不 動 産 29,478 34,975 27,988 

開 発 用 不 動 産 31,652 19,975 22,365 

合    計 66,145 55,564 51,987 

 



 

 

 

【その他の事業】 

その他の事業の売上高は 17 億 45 百万円となり、営業損失は 66 百万円となりました。 

なお、その他の事業については、セグメント区分を変更したため、対前年同期との金額比

較は記載しておりません。 

 
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

総資産は、前連結会計年度末に比べ 27 億 11 百万円減少し、1,731 億 90 百万円となりまし

た。マンションの建設が進んだことなどにより販売用不動産は増加しましたが、現金及び預

金、投資有価証券が減少したことなどによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ 4 億 92 百万円減少し、1,356 億 53 百万円となりました。

社債は新規発行により増加しましたが、支払手形及び買掛金、借入金などが減少したことな

どによるものです。 

純資産は、利益剰余金の減少などにより前連結会計年度末に比べ 22 億 18 百万円減少し、

375 億 36 百万円となりました。       

 

 （キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、

前連結会計年度末に比べ 75 億 72 百万円減少し、223 億 47 百万円となりました。 

営業活動による資金の減少は、89 億 87 百万円となりました。たな卸資産が増加、仕入債務

が減少したことなどによるものです。 

投資活動による資金の減少は、有形固定資産の取得などにより 4 億 8 百万円となりました。 

財務活動による資金の増加は、社債を新規発行したことなどにより 18 億 73 百万円となり

ました。 

なお、新規連結による資金の増加が 1 億 72 百万円あります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 23 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 22 年５月 13 日に発表いたしまし   

た第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想の数値から変更はありません。 

 
２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

   ①簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

     当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著し

い変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高

を算定しております。 

   （棚卸資産の評価方法） 

     当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会

計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

    

 



 

 

 

 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

     繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 

平成 20 年３月 10 日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第 24 号 平成 20 年３月 10 日）を適用しております。 

なお、この変更による営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響

はありません。 

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18 号 平成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用しております。 

これにより、営業損失、経常損失はそれぞれ 0 百万円、税金等調整前四半期純損失は 33

百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

71 百万円であります。 

 



３．連結財務諸表等 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,646 30,072

受取手形及び売掛金 28,404 28,756

商品 7,387 5,666

販売用不動産 55,564 51,987

未成工事支出金 593 276

その他 3,126 3,140

貸倒引当金 △46 △6

流動資産合計 117,676 119,892

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,064 11,109

土地 31,441 31,289

その他（純額） 1,365 1,395

有形固定資産合計 43,871 43,793

無形固定資産   

のれん 23 11

その他 563 560

無形固定資産合計 587 572

投資その他の資産   

投資有価証券 6,731 7,584

その他 4,779 4,467

貸倒引当金 △455 △409

投資その他の資産合計 11,054 11,643

固定資産合計 55,513 56,009

資産合計 173,190 175,901

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 32,051 34,461

短期借入金 48,823 45,589

1年内償還予定の社債 1,900 1,300

未払法人税等 83 437

引当金 533 1,257

その他 8,866 7,677

流動負債合計 92,258 90,723

固定負債   

社債 3,300 900

長期借入金 26,349 30,369

引当金 1,723 1,658

資産除去債務 71 －

その他 11,950 12,494

固定負債合計 43,395 45,422

負債合計 135,653 136,145



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 22,069 22,069

資本剰余金 16,489 16,489

利益剰余金 △34 1,643

自己株式 △896 △896

株主資本合計 37,626 39,305

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △290 155

繰延ヘッジ損益 △42 △3

土地再評価差額金 △384 △384

為替換算調整勘定 △942 △881

評価・換算差額等合計 △1,659 △1,115

新株予約権 13 13

少数株主持分 1,556 1,552

純資産合計 37,536 39,755

負債純資産合計 173,190 175,901



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 46,744 43,791

売上原価 41,055 38,482

売上総利益 5,689 5,309

販売費及び一般管理費 6,770 6,041

営業損失（△） △1,081 △732

営業外収益   

受取利息 11 7

受取配当金 96 86

持分法による投資利益 4 －

その他 73 172

営業外収益合計 186 265

営業外費用   

支払利息 457 444

持分法による投資損失 － 6

その他 27 51

営業外費用合計 485 502

経常損失（△） △1,379 △968

特別利益   

固定資産売却益 4 －

貸倒引当金戻入額 － 3

特別利益合計 4 3

特別損失   

固定資産除却損 23 21

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 32

特別損失合計 23 54

税金等調整前四半期純損失（△） △1,397 △1,019

法人税、住民税及び事業税 110 46

法人税等調整額 116 128

法人税等合計 226 174

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,193

少数株主利益 8 10

四半期純損失（△） △1,632 △1,203



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,397 △1,019

減価償却費 407 375

のれん償却額 32 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 38 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） △706 △724

退職給付引当金の増減額（△は減少） 99 58

受取利息及び受取配当金 △108 △93

支払利息 457 444

持分法による投資損益（△は益） △4 6

有形固定資産除売却損益（△は益） 18 21

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 32

売上債権の増減額（△は増加） △132 696

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,479 △5,554

仕入債務の増減額（△は減少） △2,760 △2,911

その他 687 289

小計 △5,849 △8,380

利息及び配当金の受取額 105 93

利息の支払額 △341 △353

法人税等の支払額 △346 △346

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,432 △8,987

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △917 △220

有形固定資産の売却による収入 28 －

投資有価証券の取得による支出 △177 △101

貸付けによる支出 △123 △218

貸付金の回収による収入 761 159

その他 239 △28

投資活動によるキャッシュ・フロー △188 △408

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,565 6,010

長期借入れによる収入 405 1,300

長期借入金の返済による支出 △2,149 △8,095

社債の発行による収入 － 3,000

社債の償還による支出 △1,500 －

自己株式の売却による収入 0 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △0 △289

少数株主への配当金の支払額 △6 △6

その他 － △45

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,313 1,873

現金及び現金同等物に係る換算差額 △24 △50

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,331 △7,572

現金及び現金同等物の期首残高 28,056 29,748

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 560 172

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,285 22,347



（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

〔セグメント情報〕 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成

21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 

平成 20 年３月 21 日）を適用し、報告セグメントは、「住宅資材事業」、「不動産事業」としております。 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成 22 年４月１日 至 平成 22 年６月 30 日） 

                                             （単位：百万円） 

報告セグメント 
 

住宅資材 不 動 産     計 
その他 合計 

売 上 高                

  外 部 顧 客 へ の 売 上 高 37,049 4,997 42,046 1,745 43,791 

  セ グ メ ン ト 間 の 内 部 

    売 上 高 又 は 振 替 高 
158 48 206 248 455 

計 37,207 5,046 42,253 1,993 44,247 

セグメント利益又は損失(△) 176 △ 603 △ 426 △ 66 △ 492 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事事業、ソフトウェア

開発・販売事業、ホームセンター事業及びケーブルテレビ事業等を含んでおります。 

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 △   426 

「その他」の区分の損失(△) △  66 

セグメント間取引消去 46 

全社費用（注） △  285 

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △  732 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（参考情報） 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年６月 30 日） 

住宅資材 不 動 産     建築工事 消去又は 
 

事 業     事 業     事 業    

その他の 

事 業     
計 

全 社     
連 結     

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

   売 上 高                 

  (1)外部顧客に対する売上高 36,701 8,151 513 1,377 46,744        －  46,744 

  (2)セグメ ント 間の内部            

     売上高 また は振替高            
214 38 153 229 636  (   636 ) － 

計 36,916 8,190 666 1,607 47,380  (   636 ) 46,744 

営業利益又は営業損失(△) △    203 △    400 6 65 △    531  (   549 ) △  1,081 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月 1日 至 平成 21 年６月 30 日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が 90％を超えているため、記載を省略しております。 

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月 1日 至 平成 21 年６月 30 日） 

海外売上高が連結売上高の 10％未満のため、記載を省略しております。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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